
相
双
保
健
福
祉

事
務
所

南
会
津
保
健
福

祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉

事
務
所

対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員

平
成
20年

７
月
30日

平
成
20年

７
月
17日

平
成
20年

７
月
17日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

６
月
10日

平
成
20年

６
月
11日

平
成
20年

６
月
５
日

平
成
20年

６
月
６
日

平
成
20年

５
月
29日

平
成
20年

５
月
30日

職
員
調
査
年
月
日

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ

ザ 浜
高
等
技
術
専

門
校

会
津
高
等
技
術

専
門
校

計
量
検
定
所

対
象
機
関

相
双
保
健
福
祉

事
務
所

南
会
津
保
健
福

祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉

事
務
所

平
成
20年

７
月
31日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

実
施
年
月
日

平
成
20年

７
月
30日

平
成
20年

７
月
17日

平
成
20年

７
月
17日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

平
成
20年

６
月
17日

平
成
20年

５
月
13日

平
成
20年

５
月
15日

平
成
20年

５
月
20日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
20年

６
月
10日

平
成
20年

６
月
11日

平
成
20年

６
月
５
日

平
成
20年

６
月
６
日

平
成
20年

５
月
29日

平
成
20年

５
月
30日

監
査
公
表
第
２
０
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
20年
９
月
26日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
20年
６
月
18日
～
平
成
20年
７
月
31日

２
監
査
対
象
機
関
公
所
27箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
19会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
保
健
福
祉
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
通
勤
手
当
が
過
支
給
(１
人
12,180円

)
､
超
過
勤
務
手
当
が
過
支
給
(２
人
10,432円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(相
双
保
健
福
祉
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
商
工
労
働
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
住
居
手
当
が
過
支
給
(１
人
18,200円

)
､
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(２
人
7,344円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(会
津
高
等
技
術
専
門
校
)

�
平
成
18年
度
の
環
境
衛
生
管
理
業
務
委
託
に
係
る
平
成
19年
３
月
分
の
委
託
料
に
つ
い
て
､

履
行
確
認
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
19年

６
月
に
過
年
度
支
出
し
て
い
る
｡

(浜
高
等
技
術
専
門
校
)

�
郵
便
切
手
の
翌
年
度
へ
の
繰
越
高
が
月
平
均
消
費
高
の
6.55月

分
と
な
っ
て
お
り
､
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
行
政
財
産
の
使
用
許
可
(一
時
使
用
)
に
お
け
る
使
用
料
の
免
除
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
を
求
め
た
｡

浜
高
等
技
術
専
門
校
に
お
い
て
は
､
甲
協
会
が
全
県
で
実
施
す
る
各
種
技
能
検
定
の
当
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日
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き
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の
翌
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目

次

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
三
件

一



内
水
面
水
産
試

験
場

水
産
種
苗
研
究

所 南
会
津
農
林
事

務
所

会
津
農
林
事
務

所 県
中
農
林
事
務

所

対
象
機
関

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
16日

平
成
20年

７
月
17日

平
成
20年

７
月
30日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

５
月
14日

平
成
20年

５
月
14日

平
成
20年

６
月
３
日

平
成
20年

６
月
４
日

平
成
20年

６
月
３
日

平
成
20年

６
月
４
日

平
成
20年

６
月
10日

平
成
20年

６
月
11日

職
員
調
査
年
月
日

相
馬
港
湾
建
設

事
務
所

あ
ぶ
く
ま
高
原

自
動
車
道
建
設

事
務
所

相
双
建
設
事
務

所 南
会
津
建
設
事

務
所

喜
多
方
建
設
事

務
所 対
象
機
関

平
成
20年

７
月
30日

平
成
20年

７
月
31日

平
成
20年

７
月
31日

平
成
20年

７
月
17日

平
成
20年

７
月
16日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

６
月
12日

平
成
20年

６
月
24日

平
成
20年

６
月
19日

平
成
20年

６
月
20日

平
成
20年

５
月
29日

平
成
20年

５
月
30日

平
成
20年

６
月
５
日

平
成
20年

６
月
６
日

職
員
調
査
年
月
日

該
地
区
に
お
け
る
試
験
や
管
内
の
自
動
車
関
連
団
体
乙
が
主
催
す
る
研
修
会
等
の
会
場
と

し
て
教
室
等
の
使
用
許
可
(一
時
使
用
)
を
し
て
い
る
が
､
使
用
料
に
つ
い
て
は
､
従
来

か
ら
｢公
共
的
団
体
そ
の
他
の
団
体
が
文
化
､
体
育
等
の
活
動
で
一
時
使
用
す
る
と
き

(利
益
を
あ
げ
な
い
場
合
に
限
る
｡
)
｣
(行
政
財
産
の
使
用
許
可
基
準
第
１
の
２
の
７
)

に
該
当
す
る
と
し
て
全
額
免
除
と
し
て
き
た
｡
こ
の
取
扱
い
は
､
こ
れ
ら
法
人
が
当
該
校

の
事
務
事
業
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
な
ど
の
背
景
な
ど
も
あ
っ
て
､
当
初
の
使
用
許
可

に
お
け
る
免
除
の
取
扱
い
が
代
々
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
踏
襲
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
｡ま
た
､
郡
山
高
等
技
術
専
門
校
に
お
い
て
も
､
社
団
法
人
丙
が
実
施
す
る
熔
接
技
能
評

価
試
験
に
伴
う
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
つ
い
て
､
使
用
料
免
除
に
該
当
し
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
免
除
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
｡

つ
い
て
は
､
各
高
等
技
術
専
門
校
に
お
け
る
行
政
財
産
使
用
許
可
(一
時
使
用
)
に
お

け
る
使
用
料
免
除
に
つ
い
て
､
本
来
免
除
す
べ
き
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
免
除
と
し
て

い
る
事
案
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
速
や
か
に
調
査
す
る
と
と
も
に
､
今
後
の
各
校
に
お
け

る
行
政
財
産
の
一
時
使
用
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
､
齟
齬

そ
ご

が
生
じ
な
い
よ
う
関
係
部

局
と
も
協
議
の
上
､
所
管
部
と
し
て
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡
ま
た
､
各
種
技
能

検
定
に
お
い
て
は
当
該
校
の
学
生
が
受
験
す
る
場
合
も
あ
り
､
そ
の
場
合
の
免
除
の
考
え

方
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡
(浜
高
等
技
術
専
門
校
､
本
庁
検
討
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡

指
導
事
項

�
行
政
財
産
の
使
用
許
可
(更
新
)
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(県
中
農
林

事
務
所
)

�
公
用
車
の
修
繕
を
執
行
伺
書
に
よ
る
決
裁
を
受
け
ず
に
行
っ
た
も
の
が
あ
る
｡
ま
た
､

ETC
カ
ー
ド
使
用
簿
で
カ
ー
ド
返
戻
等
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(会
津
農
林
事
務

所
)

�
補
助
事
業
の
完
了
予
定
日
が
変
更
に
な
っ
た
が
､
変
更
承
認
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
､
交
付
金
の
額
に
増
減
が
生
じ
た
が
､
交
付
金
事
業
委
託
契
約
日
か
ら
相
当
期
間
経

過
後
に
変
更
承
認
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
(南
会
津
農
林
事
務
所
)

�
週
休
日
の
振
替
・
半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
変
更
簿
の
記
載
が
適
切
で
な
い
｡
(南
会

津
農
林
事
務
所
)

�
通
勤
手
当
が
過
支
給
(１
人
27,429円

)
､
超
過
勤
務
手
当
が
過
支
給
(２
人
5,004円

)
､

夜
勤
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
1,904円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(内
水
面
水
産
試
験
場
)

�
週
休
日
の
振
替
等
が
適
切
で
な
い
｡
(内
水
面
水
産
試
験
場
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
土
木
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
県
営
住
宅
使
用
料
が
収
入
未
済
(８
件
144,400円

)
に
な
っ
て
い
る
｡
(喜
多
方
建
設

事
務
所
)

�
工
事
の
設
計
積
算
に
お
い
て
､
給
水
管
の
単
価
に
誤
り
が
あ
り
積
算
が
過
大
(110,250
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双
葉
翔
陽
高
等

学
校

美
術
館

図
書
館

相
双
教
育
事
務

所 会
津
教
育
事
務

所 県
中
教
育
事
務

所

対
象
機
関

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
31日

平
成
20年

７
月
16日

平
成
20年

７
月
30日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

５
月
14日

平
成
20年

５
月
20日

平
成
20年

５
月
27日

平
成
20年

６
月
18日

平
成
20年

６
月
12日

平
成
20年

６
月
12日

職
員
調
査
年
月
日

相
馬
農
業
高
等

学
校

双
葉
翔
陽
高
等

学
校

美
術
館

図
書
館

相
双
教
育
事
務

所 所

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
28日

平
成
20年

７
月
31日

平
成
20年

７
月
16日

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

�
野
宏
之

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

平
成
20年

５
月
13日

平
成
20年

５
月
14日

平
成
20年

５
月
20日

平
成
20年

５
月
27日

平
成
20年

６
月
18日

平
成
20年

６
月
12日

円
)
と
な
っ
て
い
る
｡
(南
会
津
建
設
事
務
所
)

�
河
川
砂
利
採
取
の
認
可
に
つ
い
て
､
事
業
完
了
後
の
砂
利
採
取
廃
止
届
書
を
提
出
さ
せ
ず
､

完
了
検
査
も
行
っ
て
い
な
い
｡
(南
会
津
建
設
事
務
所
)

�
県
営
住
宅
使
用
料
が
収
入
未
済
(50件

969,400円
)
に
な
っ
て
い
る
｡
(相
双
建
設
事

務
所
)

�
用
地
台
帳
及
び
補
償
台
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
｡
(あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事

務
所
)

�
３
漁
港
に
係
る
指
定
施
設
の
管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
基
づ
き
指
定
管
理
者
が
提
出

す
べ
き
｢管
理
運
営
目
標
｣
及
び
｢事
業
計
画
書
｣
を
提
出
さ
せ
て
お
ら
ず
､
ま
た
､
真

野
川
漁
港
に
係
る
平
成
19年
度
分
の
｢事
業
報
告
書
｣
及
び
｢情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

の
保
護
に
係
る
実
施
状
況
｣
を
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
さ
せ
て
い
な
い
｡
(相
馬
港
湾
建

設
事
務
所
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
橋
梁 り
ょ
う補
修
工
事
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
巻
立
て
工
法
の
施
工
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
た
｡
橋
梁 り
ょ
う補
修
工
事
(国
道
121号

山
王
大
橋
)
は
､
｢緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁 り
ょ
う耐
震
補
強

３
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
､
Ｒ
Ｃ
巻
立
て
工
法
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
表
面
部
に
多
く
の
ひ
び
割

れ
が
確
認
さ
れ
た
｡

工
事

名
：
橋
り
ょ
う
補
修
工
事

工
事
施
工
箇
所
：
南
会
津
郡
南
会
津
町
糸
沢
地
内
(山
王
大
橋
)

請
負
金
額
：
37,576,350円

こ
の
工
事
は
､
他
の
現
場
で
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
耐
震
補
強
工
法
で
あ
る
が
､
設

計
及
び
現
場
施
工
の
様
々
な
条
件
が
複
合
し
て
ひ
び
割
れ
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
､

そ
の
原
因
究
明
と
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
｡

(南
会
津
建
設
事
務
所
､
本
庁
検
討
)

�
教
育
庁

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
絵
は
が
き
販
売
業
務
に
適
正
を
欠
き
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
美
術
館
で
作
成
し
た
絵
は
が
き
を
､
い
っ
た
ん
美
術
館
を
支
援
す
る
目
的
で
設
立
さ

れ
た
N
PO
法
人
甲
に
原
価
で
売
却
し
､
同
法
人
と
当
該
絵
は
が
き
に
係
る
販
売
受
託

契
約
(平
成
19年
11月
30日
契
約
､
受
託
期
間
平
成
19年
12月
１
日
～
平
成
20年
３
月

31日
)
を
締
結
し
､
従
前
同
様
､
美
術
館
が
販
売
し
て
い
る
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

売
払
を
目
的
と
し
た
物
品
を
原
価
で
特
定
の
団
体
に
売
却
し
た
こ
と
､
ま
た
､
販
売

受
託
契
約
を
介
在
さ
せ
､
こ
の
物
品
を
美
術
館
で
販
売
す
る
こ
と
は
､
美
術
館
所
有
の

物
品
を
自
ら
が
販
売
す
る
と
い
う
通
常
の
販
売
業
務
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
､

極
め
て
不
適
切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
適
正
な
事
務
執
行
を
行
う
こ
と
｡(美
術
館
)

�
企
画
展
事
業
に
係
る
収
入
で
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
平
成
19年

11月
20日

か
ら
平
成
20年

１
月
20日

ま
で
実
施
し
た
企
画
展
｢生
誕
100

年
斎
藤
清
展
(実
行
委
員
会
斎
藤
清
画
伯
顕
彰
協
議
会
､
美
術
館
)
｣
に
つ
い
て
､

速
や
か
に
精
算
を
行
い
､
直
ち
に
調
定
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
､
３
か
月
以
上
遅
延
し
て

平
成
20年

度
収
入
と
な
っ
て
い
る
｡

１
調
定
年
月
日

平
成
20年
４
月
22日

２
調
定
額

5,079,988円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
な
時
期
に
行
い
､
早
期
収

入
を
図
る
こ
と
｡

(美
術
館
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
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い
わ
き
東
警
察

署 須
賀
川
警
察
署

郡
山
警
察
署

対
象
機
関

平
成
20年

６
月
19日

平
成
20年

６
月
18日

平
成
20年

７
月
28日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

４
月
18日

平
成
20年

５
月
13日

平
成
20年

５
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

指
導
事
項

�
図
録
等
販
売
品
の
管
理
に
お
い
て
､
図
録
等
販
売
品
台
帳
の
｢売
払
｣
欄
は
図
録
等
販
売

品
売
払
整
理
簿
の
月
合
計
を
､
｢現
在
高
｣
欄
は
受
入
数
か
ら
払
出
数
を
差
引
い
た
数
を

記
載
し
た
の
み
で
､
倉
庫
及
び
売
店
の
実
在
庫
品
数
の
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
｡
ま
た
､

当
該
在
庫
品
を
保
管
す
る
倉
庫
の
一
つ
は
､
多
数
の
人
間
が
出
入
り
で
き
る
場
所
で
あ
り
､

管
理
が
適
切
で
な
い
｡
(美
術
館
)

�
預
金
利
子
の
歳
入
科
目
を
誤
っ
て
い
る
｡
(美
術
館
)

�
農
産
物
を
現
金
引
換
え
で
売
払
っ
た
と
き
は
､
出
納
員
は
販
売
担
当
責
任
者
を
売
払
い
相

手
方
と
み
な
し
領
収
証
書
を
発
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
､
発
行
し
て
い
な
い
｡

(双
葉
翔
陽
高
等
学
校
)

�
生
産
物
等
の
受
入
､
払
出
を
整
理
す
る
生
産
物
製
作
品
生
産
台
帳
の
一
部
に
､
記
載
漏
れ

等
が
あ
る
｡
ま
た
､
品
目
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡
(相
馬
農
業
高
等
学

校
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
警
察
本
部

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

監
査
公
表
第
２
１
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
県
公
営
企
業

に
係
る
定
期
監
査
を
執
行
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
20年
９
月
26日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

監
査
対
象
機
関

県
企
業
局

執
行
年
月
日

平
成
20年
７
月
８
日

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

�
野
宏
之

(工
業
用
水
道
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
19年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財

務
諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
お
お
む
ね
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
工
業
用
水
道
事
業
の
業
務
運
営
の
状
況
は
､
総
給
水
量
368,108,630�

で
､
前

年
度
に
比
べ
1,016,958�

(0.3％
)
増
加
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
､
既
給
水
先
の
増
量
契
約
が
あ
っ

た
ほ
か
､
う
る
う
年
で
給
水
日
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
､
工
業
用
水
道
全
体
の
給

水
は
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

ま
た
､
当
年
度
に
お
け
る
建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
も
､
磐
城
工
業
用
水
道
第
２
期
改
築
事
業
の

配
水
管
布
設
替
工
事
な
ど
､
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
が
2,687,572,550円

に
対
し
事
業
費
用
は
2,615,201,571円

で
､
当

年
度
の
純
利
益
は
72,370,979円

と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
相
馬
工
業
用
水
道
の
管
理
委
託
化
に
伴

う
職
員
給
与
費
や
減
価
償
却
費
な
ど
営
業
費
用
の
減
少
､
及
び
企
業
債
支
払
利
息
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
あ
る
｡

次
に
､
事
業
運
営
等
の
観
点
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

経
営
健
全
化
の
推
進
に
つ
い
て

工
業
用
水
の
需
給
状
況
に
つ
い
て
は
､
現
在
の
と
こ
ろ
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
が
､
企
業
撤
退

等
に
よ
る
給
水
廃
止
リ
ス
ク
､
コ
ス
ト
削
減
意
識
の
高
ま
り
や
生
産
技
術
の
進
展
等
か
ら
生
ず
る
潜

在
的
な
減
量
リ
ス
ク
を
否
定
で
き
ず
､
将
来
的
な
給
水
量
確
保
に
つ
い
て
保
証
が
あ
る
状
況
に
は
な

い
｡し
た
が
っ
て
､
事
業
経
営
に
当
た
っ
て
は
､
中
・
長
期
的
な
経
営
見
通
し
に
立
っ
た
経
営
管
理
の

強
化
を
は
じ
め
､
引
き
続
き
､
地
元
自
治
体
､
企
業
､
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
新
規
需

要
の
開
拓
に
努
め
る
と
と
も
に
､
外
部
委
託
の
一
層
の
推
進
等
に
よ
る
経
費
節
減
を
進
め
る
な
ど
､

経
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
推
進
し
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

特
に
､
好
間
工
業
用
水
道
に
つ
い
て
は
､
引
き
続
き
､
事
業
開
始
時
の
合
意
に
基
づ
く
事
業
譲
渡

の
実
現
に
向
け
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
､
ま
た
､
相
馬
工
業
用
水
道
で
は
､
未
売
水
の
縮
減
の

た
め
､
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
､
工
業
用
水
利
用
型
の
企
業
の
立
地
促
進
を
支
援
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
需
要
拡
大
に
努
め
る
な
ど
､
｢企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
｣
(平
成
20年
３
月
)

に
掲
げ
る
改
革
目
標
の
実
現
に
向
け
て
､
実
効
あ
る
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
｡

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
修
繕
引
当
金
の
引
当
目
的
の
明
確
化
と
と
も
に
､
引
当
て
､
取
崩
し
の
運
用
基
準
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

検
討
す
べ
き
事
項

工
業
用
水
道
事
業
の
修
繕
引
当
金
は
､
相
当
期
間
に
渡
り
､
引
当
て
(繰
入
れ
)
が
無
く
､

修
繕
費
の
需
要
は
あ
っ
た
が
取
崩
し
(繰
出
し
)
の
実
績
が
極
小
で
あ
る
等
､
引
当
金
の
額
に

移
動
が
な
い
ま
ま
に
経
過
し
て
お
り
､
修
繕
引
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
明
確
な
意
図
を
持
っ
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て
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
｡

こ
の
た
め
､
引
当
目
的
の
明
確
化
(①
特
定
資
産
の
定
期
修
繕
の
た
め
で
あ
る
か
､
②
毎
年

度
の
修
繕
費
の
平
準
化
の
た
め
で
あ
る
か
､
若
し
く
は
､
③
そ
の
両
方
で
あ
る
か
)
を
図
り
､

併
せ
て
､
工
業
用
水
道
ご
と
の
適
正
な
引
当
規
模
､
及
び
取
崩
し
の
基
準
を
決
定
し
明
確
に
す

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

(地
域
開
発
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
19年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財

務
諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
は
､
お
お
む
ね
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
地
域
開
発
事
業
の
業
務
運
営
の
状
況
は
､
田
村
西
部
工
業
団
地
に
お
い
て

37,750.43㎡
を
分
譲
し
､
白
河
複
合
型
拠
点
に
お
い
て
は
工
場
用
地
19,800.56㎡

､
業
務
用
地

9,345.13㎡
､
住
宅
用
地
1,580.62㎡

の
分
譲
と
な
っ
て
お
り
､
当
年
度
末
に
お
け
る
分
譲
率
は
､
田

村
西
部
工
業
団
地
が
42.3％

､
白
河
複
合
型
拠
点
(造
成
済
み
)
の
工
場
用
地
が
78.6％

､
業
務
用

地
・
住
宅
用
地
が
43.5％

と
な
っ
て
い
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
744,537,803円

に
対
し
事
業
費
用
は
1,786,235,635円

で
､
こ
の
結

果
当
年
度
の
純
損
失
は
1,041,697,832円

と
な
り
､
前
年
度
と
比
較
し
て
1,456,738,037円

(41.7
％
)
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
｡

次
に
､
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
､
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

未
分
譲
地
の
分
譲
促
進
等
に
つ
い
て

平
成
19年
度
末
ま
で
の
完
売
を
目
標
と
し
て
精
力
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
た
結
果
､
田
村
西
部
工

業
団
地
及
び
白
河
複
合
型
拠
点
に
お
い
て
一
定
の
分
譲
実
績
を
上
げ
て
い
る
が
､
ま
だ
多
く
の
造
成

済
未
分
譲
地
を
抱
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
､
世
界
的
に
景
気
が
減
速
し
日
本
の
経
済
も
後
退
局
面
に

入
っ
て
い
る
中
､
今
後
と
も
企
業
や
工
場
の
誘
致
競
争
も
激
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
な
ど
､
地

域
開
発
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
公
営
企
業
の
経
営
原
則
で
あ
る
経
済
性
・
効
率
性
の
下
､
経
費
の
節
減
・
見
直
し

な
ど
経
営
の
合
理
化
､
効
率
化
に
努
め
､
柔
軟
で
機
動
的
な
販
売
施
策
を
展
開
し
､
未
分
譲
地
の
分

譲
促
進
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
｡

特
に
､
白
河
複
合
型
拠
点
Ａ
・
Ｂ
工
区
に
つ
い
て
は
､
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
に
よ
る
企
業
誘
致

を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
工
業
用
団
地
以
外
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
､
早
期
に
有
効
な
利

用
策
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(公
営
企
業
資
産
活
用
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
19年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財

務
諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
は
､
お
お
む
ね
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況
は
､
貸
付
事
業
に
か
か
る
貸
付
金
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
の

み
で
あ
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
が
936,948円

に
対
し
事
業
費
用
は
0円
で
あ
り
､
当
年
度
の
純
利
益

は
936,948円

で
あ
る
｡

本
事
業
は
､
公
営
企
業
の
資
産
を
活
用
し
て
新
た
な
事
業
の
開
発
調
査
と
出
資
及
び
貸
付
を
行
う

た
め
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
貸
付
事
業
の
継
続
だ
け
で
､
現
在
､
実
質
的
な
事
業
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
｡

今
後
の
本
事
業
に
つ
い
て
は
､
企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
に
お
い
て
平
成
21年
度
に
お
け
る

事
業
廃
止
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
資
産
整
理
の
方
法
な
ど
廃
止
に
向
け
た
具
体
的
手

続
き
等
に
つ
い
て
､
関
係
機
関
と
十
分
協
議
・
調
整
の
う
え
対
処
さ
れ
た
い
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
機
関

県
企
業
局
い
わ
き
事
業
所

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
19日

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

�
野
宏
之

事
業
経
営
の
状
況

給
水
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
､
そ
の
事
業
管
理
の
状
況
は
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
公
表
第
２
２
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
県
立
病
院
事

業
に
係
る
定
期
監
査
を
執
行
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
20年
９
月
26日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

監
査
対
象
機
関

福
島
県
病
院
局

執
行
年
月
日

平
成
20年
７
月
８
日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

野
崎
直
実

(福
島
県
立
病
院
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
19年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財

務
諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
お
お
む
ね
適
正
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純
利

益

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

188,291,769

801,356,376

989,648,145

平
成
19年
度

△
37,374,700

235,203,304

197,828,604

平
成
18年
度

225,666,469

566,153,072

791,819,541

増
減

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

県
立
病
院
は
､
平
成
18年
度
末
で
３
病
院
１
診
療
所
を
廃
止
移
譲
し
た
た
め
､
６
病
院
､
許
可
病

床
数
1,005床

と
な
り
､
19年
度
の
患
者
数
は
､
延
べ
535,127人

と
な
っ
て
い
る
｡

患
者
数
の
内
訳
は
､
入
院
が
延
べ
201,940人

､
外
来
が
延
べ
333,187人

で
､
廃
止
移
譲
し
た
病

院
等
を
除
き
前
年
度
に
比
べ
て
､
入
院
で
は
12,339人

(5.8％
)
､
外
来
は
13,481人

(3.9％
)
減

少
し
､
合
計
で
は
25,820人

(4.6％
)
の
減
少
と
な
っ
た
｡

経
営
成
績
で
は
､
総
収
益
12,613,929,118円

に
対
し
総
費
用
が
14,568,561,090円

で
､
純
損
失

は
1,954,631,972円

と
前
年
度
に
比
べ
て
322,240,910円

(14.2％
)
損
失
額
が
減
少
し
た
も
の
の
､

繰
越
欠
損
金
を
加
え
た
累
積
欠
損
金
は
20,180,696,294円

に
達
し
て
お
り
､
依
然
と
し
て
経
営
状

態
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
､
今
後
の
病
院
事
業
経
営
に
当
た
っ
て
は
､
次
の
事
項
に
つ
い
て
的

確
な
対
応
を
図
り
､
経
営
改
善
に
資
す
る
具
体
的
な
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
｢福
島
県
立
病

院
事
業
経
営
改
善
計
画
｣
に
基
づ
き
､
こ
の
計
画
の
具
体
的
実
施
方
法
と
し
て
策
定
し
た
｢病
院
事

業
経
営
改
善
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
着
実
に
実
行
し
､
県
民
に
期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ
る

医
療
機
関
と
し
て
､
良
質
な
医
療
の
提
供
と
健
全
な
経
営
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
｡

�
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

医
師
の
確
保
の
た
め
､
既
に
給
与
引
き
上
げ
等
の
処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､

さ
ら
に
医
師
の
役
割
に
応
じ
た
処
遇
の
改
善
を
進
め
る
な
ど
取
組
み
を
強
化
し
､
診
療
体
制
の
回

復
を
早
期
に
図
る
と
と
も
に
､
委
託
業
務
の
契
約
・
発
注
方
法
の
集
約
化
及
び
範
囲
の
拡
大
を
図

る
な
ど
費
用
の
削
減
を
推
進
し
､
医
業
収
益
の
確
保
と
費
用
の
縮
減
を
図
り
､
経
営
収
支
の
健
全

化
に
取
り
組
ま
れ
た
い
｡

�
医
業
未
収
金
に
つ
い
て

各
病
院
に
お
い
て
は
､
平
成
19年
10月
に
未
収
金
の
解
消
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
｢県
立

病
院
医
業
未
収
金
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
に
基
づ
い
た
取
組
み
が
行
わ
れ
､
未
収
金
回
収
に
一
定
の
成
果

は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
､
病
院
に
よ
っ
て
取
組
み
に
ば
ら
つ
き
も
見
ら
れ
る
た
め
､
今
後
は
未
収

金
の
発
生
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
､
管
理
回
収
を
的
確
に
実
施
し
､
一
層
効
果
的
・
効
率
的
な

未
収
金
の
早
期
回
収
に
努
め
ら
れ
た
い
｡

�
県
立
病
院
改
革
に
つ
い
て

国
の
｢公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
に
お
い
て
､
経
営
効
率
化
､
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
及
び
経
営
形
態
の
見
直
し
の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
た
抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
､

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
各
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
具
体
的
改
善
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
い
｡

ま
た
､
新
た
に
整
備
す
る
会
津
統
合
病
院
(仮
称
)
に
あ
っ
て
は
､
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
役

割
や
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
る
な
ど
､
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
先
駆
的
な
取
組
み
と
な
り
得
る
も

の
と
す
る
と
と
も
に
､
特
定
の
診
療
科
や
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
医
師
不
足
に
対
応
し
た
診
療
体

制
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
さ
れ
た
い
｡

(病
院
局
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

平
成
19年

度
の
事
業
収
支
は
､
収
益
が
989,648,145円

で
前
年
度
に
比
べ
791,819,541円

(400.3％
)
増
加
し
､
費
用
も
801,356,376円

で
前
年
度
に
比
べ
566,153,072円

(240.7％
)
増

加
し
た
が
､
純
利
益
は
188,291,769円

と
前
年
度
と
比
べ
225,666,469円

(皆
増
)
増
加
し
て
い

る
｡病
院
局
は
､
県
立
病
院
を
統
轄
す
る
機
関
と
し
て
包
括
的
に
病
院
事
業
を
運
営
し
､
医
師
の
確

保
対
策
､
高
度
医
療
機
器
の
整
備
や
施
設
の
改
修
等
に
よ
る
診
療
機
能
の
充
実
､
県
民
の
医
療
確

保
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
､
県
立
病
院
事
業
の
経
営
状
態
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
に
な
っ
て

い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
｢県
立
病
院
改
革
に
係
る
基
本
方
針
｣
に
基
づ
く
｢改
革
実
行
方
策
｣
を
着

実
に
具
現
化
し
､
さ
ら
に
｢病
院
事
業
経
営
改
善
計
画
｣
の
具
体
的
実
施
方
法
と
し
て
策
定
し
た

｢病
院
事
業
経
営
改
善
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
確
実
な
進
行
管
理
を
行
う
な
ど
､
健

全
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

ま
た
､
経
営
改
善
に
当
た
っ
て
は
､
医
療
制
度
の
変
化
に
即
応
す
る
経
営
体
制
の
強
化
､
民
間

病
院
経
験
者
の
継
続
的
採
用
な
ど
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
ほ
か
､
収
益
の
確
保
に
向
け
平
成
19

年
10月
に
策
定
し
た
｢県
立
病
院
医
業
未
収
金
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
に
基
づ
き
､
未
収
金
の
発
生
防
止
､

管
理
回
収
に
努
め
る
な
ど
業
務
改
善
の
指
導
強
化
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
｡

さ
ら
に
､
医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
､
今
回
の
微
量
採
血
用
穿
刺
器
具
の
不
適
切
使
用
を
踏

ま
え
､
再
発
防
止
に
向
け
全
病
院
に
お
い
て
更
な
る
内
部
管
理
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
な
ど
､

安
全
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う

適
切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
収
入
調
定
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
旧
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
飯
坂
温
泉
病
院
及
び
本
宮
診
療
所
の
財
産
が
病
院
局
本
局

に
引
き
継
が
れ
､
そ
の
敷
地
内
に
使
用
許
可
物
件
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
使
用

料
の
調
定
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

調
定
欠
落
件
数

11件
調
定
欠
落
金
額

106,521円
｢是
正
改
善
の
意
見
｣
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
43,159

1,866,833,141

1,866,789,982

平
成
19年
度

15,574

61,551

平
成
19年
度

△
61,126

1,574,757,726

1,574,696,600

平
成
18年
度

15,358

60,583

平
成
18年
度

17,967

292,075,415

292,093,382

増
減 216

968

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
281,020,433

1,220,655,985

939,635,552

平
成
19年
度

41,460

18,068

平
成
19年
度

△
277,619,792

1,303,653,257

1,026,033,465

平
成
18年
度

42,636

19,930

平
成
18年
度

△
3,400,641

△
82,997,272

△
86,397,913

増
減

△
1,176

△
1,862

増
減

収
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
矢
吹
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
18日

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
61,551人

､
外
来
患
者
数
延
べ
15,574人

で
あ

り
､
前
年
度
に
比
べ
入
院
は
968人

(1.6％
)
､
外
来
は
216人

(1.4％
)
と
も
に
増
加
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,866,789,982円

で
前
年
度
に
比
べ
292,093,382円

(18.5％
)
増
加
し
､

費
用
も
1,866,833,141円

で
前
年
度
に
比
べ
292,075,415円

(18.5％
)
増
加
し
た
が
､
純
損
失
は

43,159円
で
前
年
度
に
比
べ
17,967円

(29.4％
)
減
少
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
に
は
一
般
会
計
か
ら
精
神
病
院
増
こ
う
経
費
が
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
が
､
補
て
ん

前
の
損
失
額
は
600,269,908円

で
前
年
度
に
比
べ
134,279,308円

(28.8％
)
増
加
し
て
お
り
､
経

営
状
態
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
退
院
後
の
生
活
支
援
と
も
な
る
訪
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア
等
の
外
来
治
療
に
積
極
的
に

取
組
み
､
ま
た
新
た
に
内
科
を
開
設
す
る
な
ど
､
外
来
収
益
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
､
今
後
と
も
地
域
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
､
患
者
の
早
期
退

院
や
退
院
後
の
生
活
支
援
を
通
じ
て
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に
努
め
る
な
ど
､
一
層
の
経
営
改
善
を

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

ま
た
､
県
内
唯
一
の
公
的
精
神
科
病
院
と
し
て
､
引
き
続
き
県
内
の
精
神
科
医
療
を
リ
ー
ド
す
る

役
割
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
費
用
の
算
出
に
誤
り
(資
産
除
却
費
の
過
大
計
上
)
が
あ
る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
喜
多
方
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
18日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
18,068人

､
外
来
患
者
数
延
べ
41,460人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
1,862人

(9.3％
)
､
外
来
は
1,176人

(2.8％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
939,635,552円

で
前
年
度
に
比
べ
て
86,397,913円

(8.4％
)
減
少
し
､

費
用
も
1,220,655,985円

と
前
年
度
に
比
べ
82,997,272円

(6.4％
)
減
少
し
た
が
､
純
損
失
は
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
948,550,046

5,374,858,487

4,426,308,441

平
成
19年
度

119,047

71,494

平
成
19年
度

△
884,345,462

5,132,478,539

4,248,133,077

平
成
18年
度

127,755

76,575

平
成
18年
度

△
64,204,584

242,379,948

178,175,364

増
減

△
8,708

△
5,081

増
減

281,020,433円
と
前
年
度
に
比
べ
3,400,641円

(1.2％
)
増
加
し
て
お
り
､
経
営
状
態
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
外
来
予
約
制
導
入
や
診
療
時
間
繰
り
上
げ
等
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
ほ
か
､

新
た
に
10対
１
看
護
配
置
基
準
を
取
得
す
る
な
ど
病
院
運
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
､
な
お
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
､
今
後
は
特
に
､
会
津
統
合
病
院
へ
の
円

滑
な
移
行
を
視
野
に
入
れ
､
会
津
総
合
病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
､
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
医
業
未
収
金
の
管
理
回
収
に
適
切
で
な
い
も
の
(未
収
金
整
理
簿
の
整
理
及
び
経
済
状
態

の
把
握
不
十
分
)
が
あ
る
｡

�
薬
品
の
実
地
た
な
卸
に
お
い
て
一
部
欠
落
し
て
い
る
も
の
(た
な
卸
高
の
過
少
計
上
)
が

あ
る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
会
津
総
合
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
18日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
71,494人

､
外
来
患
者
数
延
べ
119,047人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
5,081人

(6.6％
)
､
外
来
は
8,708人

(6.8％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
4,426,308,441円

で
前
年
度
に
比
べ
て
178,175,364円

(4.2％
)
増
加
し
､

費
用
も
5,374,858,487円

と
前
年
度
に
比
べ
242,379,948円

(4.7％
)
増
加
と
な
り
､
純
損
失
は

948,550,046円
と
前
年
度
に
比
べ
て
64,204,584円

(7.3％
)
増
加
し
て
お
り
､
経
営
状
態
は
更
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
常
勤
医
師
が
不
足
す
る
な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
で
､
病
院
内
に
設
置
し
た
地
域
連
携

室
の
体
制
強
化
に
よ
る
紹
介
患
者
の
増
加
対
策
､
７
対
１
看
護
配
置
基
準
の
取
得
に
よ
る
看
護
体
制

の
充
実
､
病
棟
を
再
編
し
IC
U
を
設
置
す
る
な
ど
､
収
益
の
確
保
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
今
後
は
特
に
､
統
合
病
院
へ
の
円
滑
な
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
機
能
の

充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
､
会
津
地
方
に
お
け
る
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
診
療
体
制
の
整
備
に

努
め
､
一
層
の
経
営
改
善
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う

適
切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
給
料
及
び
職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

１
職
員
Ａ
及
び
Ｂ
に
係
る
給
料
に
つ
い
て
､
育
児
休
業
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ａ

の
平
成
19年

７
月
～
８
月
分
及
び
Ｂ
の
平
成
20年

2月
～
３
月
分
を
支
給
し
て
い
た

た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

193,252円
既
支
給
額

1,051,300円
過
支
給
額

858,048円
２
職
員
Ｂ
に
係
る
寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て
､
育
児
休
業
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
平

成
20年

２
月
～
３
月
分
を
支
給
し
て
い
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

5,342円
既
支
給
額

20,400円
過
支
給
額

15,058円
３
職
員
Ｃ
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､
通
勤
実
績
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
成

19年
４
月
分
を
支
給
し
て
い
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

0円
既
支
給
額

2,500円
過
支
給
額

2,500円
４
職
員
Ｄ
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､
支
給
開
始
月
の
認
定
誤
り
に
よ
り
､
平
成

19年
５
月
分
が
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

18,800円
既
支
給
額

0円
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
1,000,822

605,494,230

604,493,408

平
成
19年
度

19,890

6,521

平
成
19年
度

△
460,964

568,565,208

568,104,244

平
成
18年
度

20,995

7,651

平
成
18年
度

△
539,858

36,929,022

36,389,164

増
減

△
1,105

△
1,130

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
875,123

2,339,987,429

2,339,112,306

平
成
19年
度

68,583

21,499

平
成
19年
度

△
657,139

2,528,932,949

2,528,275,810

平
成
18年
度

72,420

19,990

平
成
18年
度

△
217,984

△
188,945,520

△
189,163,504

増
減

△
3,837

1,509

増
減

不
足
支
給
額

18,800円
｢是
正
改
善
の
意
見
｣

給
料
及
び
職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
､
関
係
規

程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
現
金
の
管
理
に
適
切
で
な
い
も
の
(預
り
金
の
簿
外
管
理
に
よ
る
経
理
処
理
不
適
切
)
が

あ
る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
宮
下
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
19日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
6,521人

､
外
来
患
者
数
延
べ
19,890人

で
､
前

年
度
に
比
べ
入
院
は
1,130人

(14.8％
)
､
外
来
は
1,105人

(5.3％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
604,493,408円

で
前
年
度
に
比
べ
て
36,389,164円

(6.4％
)
増
加
し
､

費
用
も
605,494,230円

で
前
年
度
に
比
べ
36,929,022円

(6.5％
)
増
加
と
な
り
､
純
損
失
は
1,000,822

円
と
前
年
度
に
比
べ
539,858円

(117.1％
)
増
加
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
は
不
採
算
地
区
病
院
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
経
費
を
補
て
ん
さ
れ
て
お
り
､
補
て

ん
前
の
損
失
額
は
226,752,532円

と
前
年
度
に
比
べ
46,613,914円

(25.9％
)
増
加
し
て
お
り
､

経
営
状
態
は
更
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
｡

当
病
院
は
､
県
内
で
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
､
ま
た
､
過
疎
化
の
進
行
も
著
し
い
地
域
を
診
療
圏

と
す
る
た
め
､
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
､
今
後
と
も
､
地
域
の

医
療
・
保
健
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
､
へ
き
地
拠
点
病
院
と
し
て
の
中
核
的
な
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
､
地
域
医
療
の
確
保
に
一
層
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
契
約
の
変
更
に
適
切
で
な
い
も
の
(変
更
契
約
書
の
未
作
成
)
が
あ
る
｡

�
通
勤
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(通
勤
実
績
の
確
認
漏
れ
､
過
支
給
48,900円

)
が
あ
る
｡

�
賃
金
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(欠
勤
時
間
の
入
力
誤
り
､
過
支
給
11,515円

)
が
あ

る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
南
会
津
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
19日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

区
分

△
911,434,158

2,359,375,442

1,447,941,284

平
成
19年
度

68,633

22,807

平
成
19年
度

△
875,123

2,339,987,429

2,339,112,306

平
成
19年
度

△
886,493,427

2,642,333,258

1,755,839,831

平
成
18年
度

67,504

29,550

平
成
18年
度

△
657,139

2,528,932,949

2,528,275,810

平
成
18年
度

△
24,940,731

△
282,957,816

△
307,898,547

増
減

1,129

△
6,743

増
減

△
217,984

△
188,945,520

△
189,163,504

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

△
911,434,158

2,359,375,442

1,447,941,284

平
成
19年
度

△
886,493,427

2,642,333,258

1,755,839,831

平
成
18年
度

△
24,940,731

△
282,957,816

△
307,898,547

増
減

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
21,499人

､
外
来
患
者
数
延
べ
68,583人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
1,509人

(7.5％
)
増
加
し
､
外
来
は
3,837人

(5.3％
)
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
2,339,112,306円

で
前
年
度
に
比
べ
て
189,163,504円

(7.5％
)
減
少
し
､

費
用
も
2,339,987,429円

で
前
年
度
に
比
べ
188,945,520円

(7.5％
)
減
少
し
た
が
､
純
損
失
は

875,123円
と
前
年
度
に
比
べ
217,984円

(33.2％
)
増
加
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
は
不
採
算
地
区
病
院
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
経
費
を
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
が
､
補

て
ん
前
の
損
失
額
は
485,587,802円

で
前
年
度
に
比
べ
58,255,914円

(10.7％
)
減
少
し
て
い
る

も
の
の
､
依
然
と
し
て
経
営
状
態
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
南
会
津
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
､
地
域
住
民
の
期
待
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
る
こ
と
か
ら
､
今
後
と
も
､
医
師
の
安
定
的
確
保
を
始
め
､
地
域
の
医
療
・
保
健
福
祉
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
､
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
診
療
体
制
や
医
療
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
､
経
営
改
善
に
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
大
野
病
院

執
行
年
月
日

平
成
20年
６
月
19日

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
19年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
22,807人

､
外
来
患
者
数
延
べ
68,633人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
6,743人

(22.8％
)
減
少
し
､
外
来
は
1,129人

(1.7％
)
増
加
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,447,941,284円

で
前
年
度
に
比
べ
て
307,898,547円

(17.5％
)
減
少

し
､
費
用
も
2,359,375,442円

と
前
年
度
に
比
べ
282,957,816円

(10.7％
)
減
少
し
た
が
､
純
損

失
は
911,434,158円

と
前
年
度
に
比
べ
24,940,731円

(2.8％
)
増
加
し
て
お
り
､
経
営
状
態
は
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
｡

当
病
院
は
､
新
た
に
小
児
科
を
開
設
す
る
な
ど
積
極
的
な
病
院
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
､
双
葉
地
方
の
中
核
的
な
医
療
機
関
と
し
て
､
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
､
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
､
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
安
全
・
安
心
な
医
療
を

提
供
す
る
病
院
を
真
に
確
立
す
る
た
め
､
一
層
の
診
療
体
制
の
充
実
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
､
医
業
未
収
金
の
早
期
回
収
の
強
化
を
図
る
な
ど
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う

適
切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
医
業
未
収
金
の
管
理
回
収
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

患
者
一
部
負
担
金
等
の
医
業
未
収
金
の
発
生
防
止
､
管
理
及
び
回
収
に
当
た
っ
て
は
､

福
島
県
立
病
院
医
業
未
収
金
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
時
適
切
に
行
う
べ

き
と
こ
ろ
､
督
促
状
の
送
付
に
よ
る
督
促
は
年
２
回
､
催
告
書
の
送
付
に
よ
る
催
告
は

年
１
回
の
実
施
に
止
ま
る
と
と
も
に
､
電
話
又
は
面
談
に
よ
る
催
告
､
出
張
徴
収
､
連

帯
保
証
人
に
対
す
る
請
求
､
債
権
回
収
の
た
め
の
法
的
手
段
等
が
計
画
的
か
つ
効
果
的

に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
､
特
定
の
職
員
が
医
業
未
収
金
の
管
理
回
収
に
従
事
し
て
い
る
の
み
で
､
医
業

未
収
金
の
圧
縮
に
向
け
た
院
内
の
執
行
体
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
｡

｢是
正
改
善
の
意
見
｣

医
業
未
収
金
の
管
理
回
収
に
当
た
っ
て
は
､
福
島
県
立
病
院
医
業
未
収
金
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
と
と
も
に
､
執
行
体
制
の
改
善
を
図
る
こ
と
｡

�
費
用
の
算
出
に
誤
り
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

１
廃
止
病
院
か
ら
所
管
換
え
し
た
減
価
償
却
済
み
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
､
台
帳
作
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成
時
の
記
録
を
誤
っ
た
た
め
､
当
該
資
産
の
減
価
償
却
累
計
額
を
本
年
度
の
減
価
償

却
費
に
算
入
し
て
い
る
｡

当
該
固
定
資
産
の
平
成
19年
度
減
価
償
却
額
正
当
額

0円
誤
算
入
額

327,750円
差
額

327,750円
２
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
の
更
新
に
伴
い
Ｃ
Ｔ
室
の
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い

る
が
､
建
物
の
改
良
費
､
若
し
く
は
機
械
備
品
取
得
に
係
る
附
帯
工
事
費
で
あ
る
の

に
資
本
的
支
出
と
せ
ず
､
平
成
19年
度
の
修
繕
費
に
算
入
し
て
い
る
｡

当
該
工
事
の
平
成
19年
度
費
用
算
入
額

正
当
額

0円
誤
算
入
額
4,410,000円

差
額

4,410,000円
｢是
正
改
善
の
意
見
｣

損
益
計
算
に
お
け
る
費
用
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行

う
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
た
な
卸
資
産
の
経
理
に
適
切
を
欠
く
も
の
(食
事
材
料
の
残
高
把
握
及
び
燃
料
の
単
価
適

用
誤
り
)
が
あ
る
｡
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